
昭和34年、小さな写真屋に生まれる。

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入

省。日米交渉や行政改革、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに

携わる。平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれ

るも、惜敗。平成21年衆議院総選挙において、初当選。4期目。農林

水産大臣等を経て、現在、衆議院予算委員会理事として望ましい予

算措置に向け奮闘中。

〔趣 味〕ハンドボール、カラオケ、読書、映画

〔好きな食べ物〕ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ）

〔尊敬する人物〕高杉晋作、原敬、鈴木貫太郎
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コチラ

令和３年が幕開けました。新型コロナウイルスが猛威を振るい、二度目の緊急事態宣言も出される

ような状況になっています。

令和３年に臨む、さいとう健さん（自由民主党千葉県第七選挙区支部長）にお話をうかがいました。

Ｑ．まず、本年の抱負をうかがいます。

Ａ．一にも二にも、新型コロナウイルスによる感染を何としても収束させねばならないということです。

その上で、東京オリンピック・パラリンピックが実現できればと。

Ｑ．コロナとどう戦っていくのですか？

Ａ．未知のウイルスとの戦いですから、試行錯誤がある程度あっても仕方がない。とは言うものの、私

は、感染拡大を防止し、医療崩壊を防ぐというのが最大の眼目で、経済への影響を最小限にするとい

うのは、あくまでも配慮事項だと思っています。現政権は、コロナ対策と経済対策の両立と言ってい

ますが、私には少々違和感があります。経済は重要な配慮事項ではありますが、これが膨みすぎて、

『令和３年１月１２日 毎日新聞朝刊 ５面』

肝心の最大の眼目が達成できなくなるということで

は、元も子もありません。

Ｑ．さいとう健さんは、新型コロナウイルス対策に、具

体的にどうかかわっていらっしゃいますか？

Ａ．まず、自民党の中で、コロナ対策本部というのがあ

りまして、政府が対策を打ち出す際にはこの本部で大

いに議論します。そこで、発信することは言うに及ば

ず、実は今、私は、衆議院の予算委員会の理事を務め

ておりますので、対策を実行するための来年度予算案

を、国会で通すという現場の仕事をしております。

来年度予算には、参考（裏面）にありますような、重要な

コロナ対策予算が盛り込まれておりますので、まさに、その

実現のために汗をかいております。

Ｑ． 話が変わりますが、昨年一年で、コロナ以外で、さいとう

健さんのお仕事で印象に残っているのは何でしょうか。

Ａ． 衆議院憲法審査会幹事をしているものですから、議論

ぐらいは国会でもやろうではないかと様々努力しましたが、

結局進まなかった。残念な気持ちでいっぱいです。

（中面につづく）

やってます。
こんにちワン♪僕、さいとう健の飼い犬のさいとう
犬だワン！僕から見たご主人様の活動をときどき吠
えてるから、みんな登録よろしくワンU(＞ω＜)U

◆氏名・住所の登録不要。
◆国政課題、地元の話題について、
さいとう健の考えをお伝えします。

◆返信をすれば、匿名で意見を伝え
られます。

◆ホームページからご登録いただけます。

あなたのご意見、お聞かせ下さい。 さいとう健 Youtubeチャンネルはこちら↓
https://www.youtube.com/channel/UCEpmkUbJMHtfKGVPkxN
7bag

関さんの県政とさいとう健の国政といい連

携で前進していこうと思っています。

土気南中学校、千葉東高校、早稲田大学商学部

卒、2005年 司法試験合格（弁護士）、2010年 自

民党の公募に合格し、翌年 千葉県議会議員に初

当選、以後、３期連続当選。

県議会では、農林水産常任委員長、千葉県がん

対策審議会委員、総務防災常任委員長などを歴任

趣味：お笑い鑑賞、スノーボード、筋トレ

家族：妻、娘、マロン（犬）

好きな食べ物：カレーライス

著作：「民法がこんなに変わる」など（自由国民社、

共著）

関 政幸（せき まさゆき） さん

行事・イベントへの参加も新しい行動

様式で。

コロナに関する客観的な情報や今後

の見通しを説明しました。

衆議院の予算委員会で、子ども宅食

への政府備蓄米の提供を厳しく求めま

した。

詳しくは、https://www.kokkai.ndl.go.

jp/#/detail?minld=123052610042020112

5&current=1をご覧下さい。
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（続き）

そのほかでは、実は、自民党の若手議員と、日本

企業が、なぜアメリカや中国などの企業の後れを取る

ことになったのかという要因について、数か月に

わたっ て議論し、レポートにまとめたのが、自分とし

てはよくやったなと印象に残っています。

Ｑ． 興味深いですね。一体その要因は何だったのです

か。

Ａ． 一言でいえば、日本の一流企業というのは、トップ

が高齢化しており、かつ、在任期間が短く、しかも、

生え抜きで男性ばかりで同質性が異常に強い、この

辺に原因があるのではと。

要するに、若者や女性、よそ者に、もっと思い切っ

てやらせないと勝てないよということです、ざっくり言

えば。 この点について、数々のデータを駆使して議

論を展開しました。

Ｑ． あと、昨年の予算委員会の質問で、さいとう健さん

は、菅総理が提言した２０５０年の温暖化効果ガスの

排出を全体としてゼロとする目標について、評価さ

れてましたよね。

Ａ． そうですね。かつて、資源エネルギー庁で電力関

係の課長をしておりましたものですから、大変関心が

あります。今回、２０５０年の日本の電力供給のイメー

ジが提言されているのですが、電力の課長をしてい

た私の目から見て、それは別世界が来るというぐら

いのインパクトのあるものでした。詳しくは、一番後ろ

のページの毎日新聞のインタビュー記事をご覧いた

だければと思います。

Ｑ． ありがとうございました。本年もどうぞよろしくお願い

申し上げます。

公明党角田秀穂さんから、コロナ禍の支

援策について様々なご意見を頂いており、

共々にいい連携でやっていきます。

自身の考えをまとめた小冊子が５冊に

なりました。右から「日本人と改革」、

「三十年」、「蘭学事始」、「見えない黒船」、

「職業としての官僚」です。

御関心のある方は御連絡いただけれ

ばと存じます。

「こども宅食」に政府備蓄米を実現！

昨年１１月２５日の衆議院予算委員会におきまして、さい

とう健は、コロナ禍で苦しんでいる子育て家庭などに、ボラ

ンティアで食事を運んでおられる方々を応援すべく、政府

の備蓄米を提供すべきであるという質問をいたしました。

その結果、このたび、一定の条件のもとに、備蓄米の提

供が実現することとなりました。

小さな一歩ではありますが、少しでも元気になっていただ

けたらと念じています。

1. 医療体制の確保と医療機関への支援

2. PCR検査体制の強化など

3. ワクチンなどの接種体制確保

4. 感染防止対策の徹底

コロナ関連の法案も多く審議される中、

議員立法の草案責任者として国会答弁。

西村経済再生担当大臣へコロナ後の

日本経済の在り方について提言。

さいとう健が予算委員会で取り組んでいるコロナ対策

さいとう健は、下記のコロナ対策が、感染症との闘いの最前線に立ち続け、献身的に尽力している医療

や介護などの現場の方々をきちんと支援しているのか、注視し、必要があれば、臨機応変に、即座に必要

な支援ができるよう、絶えず、政府に働きかけていきます。

（１）コロナ診療の重点医療機関の病床の確保

新型コロナ患者の受入病床と人員を確保するため、重症者病床は一床につき１，５００万円、その他の病床は一床４５０万円を

補助して来ましたが、緊急事態宣言が発令された都道府県については、新たに確保した病床一床につき、さらに４５０万円が加算

されることとなりました。引き続き、軽症者の宿泊療養施設の確保についても支援します。

（２）重点医療機関への医師や看護師の派遣への支援強化

医師や看護師をコロナ患者受入医療機関に派遣した場合、医師は一人1時間当たり７，５５０円を１５，１００円に、看護師は

２，７６０円を５，５２０円に、補助額を倍増することとなりました。

（３）医療機関での院内感染防止や薬局での感染防止のための取組

①定期的な消毒、待合室混雑緩和、レイアウト変更などへの実費を補助

２次補正予算で、病院には２００万円＋５万円 × 病床数、薬局には７０万円を

既に補助しましたが、３月末までに新たに病院に２５万円＋５万円× 許可病床数、

薬局には２０万円を補助します。

②発熱患者を対象とした外来の検査医療機関に院内感染防止費用を実費で１００

万円まで補助

③小児科と回復された患者の転院支援

経営難がより深刻な小児科診療の診療報酬は概ね２倍に、コロナから回復さ

れても引き続き入院が必要な方の転院を受け入れた医療機関での入院診療に

ついて、診療報酬を３倍に引き上げます。

（１）PCR検査の保険適用時の自己負担分を公費負担

（２）抗原検査キットの増産のため、国の買い上げを実施

（３）PCR検査機関のPCR検査機器設備の整備支援

（４）民間のPCR検査機関の検査精度確保のための外部精度管理調査の実施

現在、重症化しやすい高齢者が入居されている施設に対して、入所者や介護従

事者で発熱がある方は必ずPCR検査を実施し、陽性者が出た場合には、全員の

検査を実施しています。また、高齢者施設で自費でPCR検査を実施した場合には、

費用を補助しています。５人以上のクラスターが発生している地域（保健所単位）で

は、高齢者施設や医療機関、飲食店の優先順位で、PCR検査を実施しています。

保健所の負担を減らすため、応援派遣可能な保健師などを３,０００名に増員し、

必要なところにはすぐ派遣できる体制を作ります。

（１）ワクチン接種費用の無料化とワクチン数量確保

2月中のワクチン接種を開始するとともに、本年前半には全ての国民に提供できる数量の確保をした上で、ワクチン接種費用を

国費負担し、希望する方が全員、無料で接種できる体制を作ります。

（２）治療薬開発

安全性が確保された有望な治療薬を、国が買上げ、国民の皆さんに届くようにします。また、革新的な医薬品や医療機器の開発

を支援します。

（３）ワクチンの安全性確保

世界で開発が進むワクチンは、安全性・有効性の確認が最優先です。わが国では製造メーカーの試験に加え、国立感染研究所

で国家検定を行っています。今回、感染症対策の司令塔である、国立感染症研究所の体制を強化します。

（１）飲食店等への協力金のための交付金を１．５兆円増額

飲食店等に対して、自治体が営業時間短縮要請を機動的に行えるよう、自治体への支援金を増額しています。

（２）空港の水際対策を強化

本年1月14日より、中国や韓国からの入国者も含め、入国者に14日間の待機や公共交通機関不使用、位置情報の保存などを誓

約していただき、違反者は氏名の公表や強制退去の対象となることとなりました。

発声を伴わないバンドコンサートを激励。

屋内イベントの再開には時間がかかります。

コロナ禍で厳しい状況が続く中小企業

の現場を視察し、必要な支援をヒアリング。

参考


